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Abstract

　 Inthis　paper ，　the　re ＄ult　of　sensory 　evaluation 　about 　the　harmony　of 　co 【ors 　appear ［ng 　on 　plants　is　reported ．　In　the

field　of　industrial　products，　the　importance　of　the　color 　scheme 　is　increasing　year　by　year．　A 　method 　of　determining

harmonious 　color　combinations 　which 　always 　pleases　to　every 　human 　eye ，　without 　requiring 　cQmplex 　techniques　is

desired，　We 　thought　that　anyone 　can 　implement　a　good　color 　scheme 　by　using 　a　color　sample 　book　that　has　the

actual 　color 　of　the　plants．　So　we 　carried 　out 　a 　sensory 　evaiuation 　experiment 　of　harmony 　eftect　of　colors 　apPearing

on 　plants．　Firstly，　fourteen　colors 　were 　chosen 　frQm　JIS　color 　chart ．　 Next　we 　chose 　fourteen　similar 　colors 　from　the

plants，　 And　we 　evaluated　the　combinations 　of　these　colors，　using　Scheff6s　paired　comparison 　method ．　As　a

result，　it　turned　out 　that　the　scores ，　which 　indicates　a　good　harmony，　were 　higher　in　the　combinations 　of　colors

appearing 　on 　piants　than　those　of　combinations 　of　colors 　from　JIS　color　chart ．The　probability　of　getting　high　scores

was 　higher，　especially 　in　the　combinatiQns 　Qf　co ［ors 　appearing 　 on 　the　 same 　plant．　This　resuLt 　represents 　the

possibiiity　of　the　colorsample 　book 　using 　the　colors 　of　the　plants．

Keywords：Color　Harmony ，　 Plants　Color，　JIS　Color　Chart，　Scheff6s　MethQd 　of　Paired　Comparlsons ，　Sensory

　 　 　 　 Evaluation

要　旨

　この論文では，植物に現 れる色の 調和感覚に関する官能評 価の 結果 に つ い て 報告を行う．工 業製品の 分野にお

い て は，配色の 重要 1生が年々高ま っ て いる．誰の 目にも調和を感 じる配色が複雑な操作 を要 しないで得られる方式

が望 ま れ て い る．色見本帳に 用意する 色を植物に 現 れ る 色とす る こ と で ，誰に で も 良 い 配 色が出来るの で はな い か

と我 々は考えた．そ こ で、植物 に現れ る色の調 和効果 につ いて官能 評価実験 を行 っ た．JIS標準色票 から選んだ色

14色と、その色に近い色で 且 つ 植物に現れる色 14色の 二 色配色に つ い て Scheff6の一
対比較法 を用い た評価実

験を行 っ た．こ の結果，植物に現れる色の組み合わせ は，JIS標準色票の 色の 組み合わせ よ Dも調和の 良さを表す

得 点 が高 くなることが分か っ た，特 に，同じ植物 に現 れる色 の組み 合わせ は．良 い調和 を得 られる確率が高い．こ

れは植物の 色を使 っ た色見本帳の 可能性を表して い る、
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1　 はじめに

　 製造業者が世界を舞台に したグロ ーバ ル な競争で

勝ち残 っ て い くには，他社製品との差別化が重要なポ

イ ン トになる．しか し各社の設計 ・製造技術が向上 す

る に 従 い ，機能や 性能で の 差別化 が 難 し い 時代 に な っ

てきた．デザインによる差別化 が今 まで以上 に必要 と

され，配色の 重要性はさらに増して い くと考えられる

　 製品 にはユ
ーザにとっ て 心地好 い配色 が施さ れて

いる ことが望 ましい，現状 で は様々な方法で 色彩設計

が行われて い るが，大抵は デザイナの 個人 的感 覚 や

経験 ，色彩 調和 論 と呼 ばれる
一

運 の 仮 説 或 い は過

去の 情報等に基づ い て い る ．しかし、誰の 巨に心地好

く調和 し新鮮 に映る配色 がい つ で も得 られて いるわけ

で はな い ．そ こ で 現 状 の 色彩 設 計 以外に、専門 的知

識や複雑な操作を要 しな い でも現状 よりも良 い配 色

が誰 にでも得られる方式が望まれ て いる，筆者らが考

える，
一

般の 人が用い て も 良い 配色が期待でぎる設

計方式とは、色見本帳 に予め用意 された色 で 製 品 を

着色 するという簡単 な方 式 で ある，例えば製品を二 色

で 塗 り分けるとする．色見本帳の 中から
一

つ の 色を選

び，製品の 右側を着色 する．次 に製 品の 左側 を着 色

する色 を決 める場 合，右 側 の 色 に 対 して 必 ず良 い 配

色 となる色だけが 色見本帳に 用 意され て い れ ば，誰

でも良 い配色が 自動 的に得 られる こ とになる．こ の 方

式 の ポイ ン トは どの ような 色 を 色 見 本帳に 用意 す る か

とい うこ と に なる，

　 本研 究で 対象 とする 二 色配色調和に関して は．W

Ostwaldの 研 究 I
　 PMoOn とD．三Spencerの 研 究，さ ら

には納谷 ・森らの研 究［2］一［6］が知られて いる 森 ら

［3］は ］02 対の 二 色 配色 を用いる
一

対比 較実験 によ

っ て各配色 の 調和の 良さ の 推定，および 二 色配色の

調和の良さの構成色物 理量 からの 推定式 の作成 など

を報 告して い る．こ の 中 で．一
般 の 人が色 空 間 から任

意の 二 色を組み合わ せ て 配色する場合，同色相また

は類 似色相 の組み合 わせの方が対比色相の組み合わ

せよ りも良 調 和を得 る 確率 が高い こ とを示 して い る，

　これまで の研究では良 い 配色の 傾 向が分 かるだ け

で，具 体的 にどの 色を使 うと良い配色になるの か，す

なわち筆 者 らが考える色 見本 帳にど の ような色 を用

意すればい い のか決定することができなか っ た，筆者

らは色空 間の 中に良い配 色 となる確 率が高 い 色 が点

在し，その 色 で配色 すると類似色相で も対比色相で

も良い 調和が得られると考えた．そ のような色がもし

存在す れば，そ の 色 を使 っ た色 見 本 帳を作 る こ とで ，

誰で も簡単に艮い 配色効果が得られるであろう，箜者

らはその ような 色 の
一

つ に植物 に現 れる色があ るの

で はな いかと考えた．例えば，自然に咲く花や紅葉に

彩られた山々を見て不 快に感じる人は少ない．そ こで，

植物 の 花 や葉 に現れる色 の配色 調和につ い て 官能評

価を行うことにした．

　色空間を全て 網羅する実験 は物 理的 に難 しいため，

森 らの研究 ［〔3］で 配色の 評価が低 い とされる色の組

み合わぜ に限定した．評価が低い とされた色 の 組み合

わせが，使 用する色 を植 物に現れる色に変更する こ と

で 評 価 が高く息 れ ばそ の 有 効性 を 確 認 で き る と 考 え ，

配 色の 相対的 評価 を行 えるScheffeの 一
対 比 較 法 を

用 い る こ と に した 実験 で は 、JIS標 準 色 票 （Jis　Z

872 ］準 拠、日本 規 格協 会 JIS色票 委 員会 ）から選 ん

だ 14 色と、その色 に近く且 つ 植 物に現れる ］4色を組

み合わせ た72 対の配色につ いて評価を行うことにし

た．

　配色 の組 み合わせ が非 常に多 い の で ，実験手続き

は森らの 研究 ［3］と 同じ手法を用 い た．

2　植物に現れる色 の 採取

　実 験に 際 して ，予 め 多 くの 植物 か ら様々な 色を採取

しておく必 要がある 柏 物に現 れる色 と同 じ色 の色票

を作成するこ とを．本研究で は植物に現れる色の採取

と 呼 ぶ 作 成す る 色票 は 無光 沢の単 色 で ，テクスチ ャ

な どを含 まない，植 物 には様々 な色 が現 れ で い るた

め．
一

つ の 植物か ら複数の 色票を作成する．

　 植物の 葉や花を切り落とす と，短 時間 で そ の 色が

変わ ⊃ て しまう．植物 が生 育して いる状態 で ，葉 や花

から色を採取するの が望ましい ．本研究では植物が生

育しで い る場所に塗料を持ち込 み，そ の 場所 で 調 色

する こ とにした．植物 の茎 や葉．花には多くの 色が現

れ て い る ．そ の 巾で 代表的な 色 を い くつ か 選び、そ の

色と同じ色 になるように塗 料を調色 する．調色された

塗 料を紙に塗 り、目標の 色と目視で 一致するまで調色

を 行 う．こ の よ うに し て
一

つ の 植物 か ら ］0〜50 色 程

度 の 色票 を作 成 した，作 成 した 色票 が実験 にお い て

配色サ ン プルを作成する際の 基準となる．

3　配 色サンプル の選 定

　実験で 用い る配角サ ン プル は 、森らの 実験結果 ［3］

か ら良い 配色となる確率が低い とされる対比色相を

中 心とした配色 とした 皋 準となる色 をR 〔Red）とし，

基 準 色 に 対 し て G （Green），　 B （Blue）．　 P （Purple）
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表 1　実験で使用した色

植物 に現 れ る色 （xyZ ）
†

〔
＝

属 陛の よる表示 ） tt．植 物 名

表 2　予備実験の配色サ ンプル

No 　 　　 JIS 　 　　 No

　　 l標 絶 票

配 色 No 　　 左側 　　　右側

M −R15R5 〆12N
−H130 、78，18，34，15，54

モ （10RP4 ．9〆12），フ ク シ ア

M −R25R5 〆6N −R22L50 ，16．68，17．39

（lDRP4 ．7．！5），
ノブ ドウ

M −G 上 5G511eN −Gl52 ．8〔〕，62．65 ，37．42

（5GY8 ．3／5），
ノ ブ ドウ

M −G25G5 ／6　　　， N −G220 ．20，25．98 ，エ0．72

（5GY5 、7／6），ノ ブ ドウ

M −G35G514N −G324 ，ア5
，
29，25，23 ．94

脚 GY6 ！4）、ノ ブ ドウ

M −G45G8 ．16N ．G4ll ，80，15，96β，23

（7．5GY4 ．碗 ），フ ク シ ア

M −B15B518N −B 上 27，79，3L33 ，44 ．69

（5B6 ．2／4），ノ ブ ドウ

M ．B25B5 〆6N ．B24 上．56
，
46 ．37，61．9D

（2．5B7 ．3！4），ノブ ドウ

M −B3 うB514　　　， N −B313 ．44，16．29β3．06

（5B4 ．6！6），ノ ブ ぐ ウ

M −B45B8 〆
．
4N −B414 ．73

，
17．89

，
2926

（7、5B4．8！4），ノ ブ ドLラ

M −P15P5 〆8　　　， N −P149 ．32，45．85，
6LO4

（ユOP73 ！4），フク シ ア

M ．P25P5 〆6N −P230 ．74、27．46，43．37

（5P5 ．8／4），ノ ブ ドウ

M −P35P5 〆4N
−P332 ，62βLO2

，
40、51

（10P6 ．114）、ノブ ドウ

M −P45P8 〆4N −P48 ．39，5，17，⊥1，39
（10P2 ．717〕，二7 クン ア

†： 植 物 に 呪れ る色 は，実 験 で 使 用 した カ ラ
ーチ ッ プ を分 光塁 測 色計

（TC −1800MK −H 、朿爪 電 侍  ） で 測 色 した 1直で あ る，
†† ： 三 属性 ¢ よ る衰示 の 値 は XYZ 値か ら変 換 した 口安 で あ る．

を組み 合わせる，準備す る 色 は，基準となるRを 2色 と，

組 み合 わさ れるG ，B，　 Pを各4 色ず つ ，合計 14 色で

ある，まず IJIS 標準色 票か ら 14色 を選 び出し，次 に

それらの 色に近く且 つ 植物に現れる色 を準備する，

　最 初に，R ，　G ，　 B ，　PをJIS標準色票 か ら以下 の 手順

で 選択した，Rは5Rの 中か ら彩度の 高いも の を
一

色

選び，それを基準に彩度の 低い も の を
一

色選ぶ．一
方，

G，B．　 Pは 5G ，5B，5Pの中 か らRと同様 に彩度 の 高

い も の を一色 選 び，そ れを基準 に彩度 の 低 い もの を

一色 明度の 高い ものを一色 低い ものを一色選ぶ．

　 次に、これ らの 色に近く 且 つ 植物 に現 れる色を準

備す る ．過去に採取した色票 の 中から，前述の 方法で

選んだ色に近い 色を探 した．その 結果 フクシ ア （学

名 ：Fuchsia　hybrida）に現 れる色 から4 色を，ノブドウ

（学名 ：AmpelOpsis　brevipedunoulata）に現 れる色 か

ら 10 色を選んだ．

　 JIS標準色 票か ら選ん だ色と，そ れらの 色 に近く目

つ 植物に現れる色（以後，植物に現れる色と呼ぶ）を

表 1に示す，M ，　 N はそれぞれ JIS標準 色票の 色と植物

1 M −RlM −B4

2 M −R1M −P3

3 M −R2M −P1

4 M −R1N −B1

5 M −R1N −P3

6 M −R2N −B3

7「 N −R1N −G3

8 N −R1N ．P2

9 N −R2N −G2

10 N −R2N −P4

に現 れ る色 を示す ．例 えばM −R1は
「［
JIS標準色票か ら

選んだRl
”
となり，　 N −G3 は

t’
植物に現れる G3

”
となる．

植物に現れる色は色票 として植物から採取 したの で，
一

般的な表示方法に変換した，表中の ×YZ値 は、実験

にお い て観 察者 に提示 された カ ラ ーチ ッ プを分光型

測色計 （TC −1800MK 』．東 京電 色   ）で沮1」色 した も

の であ る．また 三属 性（HVIC）の値はXYz 値から求め

た 目安で ある．

　JIS標準色票から選ん だ 14色と植物に現れる 14色

を用 いて，以下 3種類の配色サ ンプルを作 成した ，

　 （1）JIS標 準色票から選んだ色 同士の組合せ

　 （2）JIS標準色票から選んだ Rと植物に現 れるG ，　 B，

　　　Pの組合せ

　 （3）植物に現れる色 同士 の組合 せ

　そ れぞ れに つ い て 基準色 Rが 2色 ，被配色 G ，B，　 P

が 12色 あ るため，（12 ×2）× 3 ＝72 対の 配色 サ ン プ

ルが作られた ．こ れらにつ いて Scherfeの一
対比 較 法

を用 い た官能評価を行う．

4 　予備実験

　森らの実験 ［3］では照明光源として北窓昼光を利用

して いる，北 窓 昼光 は光 源条件を一定に保 つ の が難

しい ため，筆者らの 実験で は D65 光源の 標準照 明装

置 を使用 したい，光 源 条件に違いによ D 評価 へ の影

響があ る かどうかを確 認するために予備実験 を行 っ た，

それ以外の実験条件は森らの 実験 ［3］と同じとする．

　 予備実 験で は表 2に示す 配色 サ ン プルを使 用 した．

表の中で 「左側」．「右倶11」は配 色対 のどち ら側に何色

を置 いたか示 す．配色サ ンプルの形は森らの 実験 ［3］

に倣 い ，3cm ×3cm の カラ
ー

チ ッ プを組 み 合 わ せ た

3cm × 6cmの 長方形で ，6cmの 間を置ぎ 上下 に配置

した ，カラ
ー

チ ッ プはインクジェ ッ トプリンタ（エ プソン

s7 ［＝＝ ＝＝ ＝＝＝＝＝：＝ ＝：＝：「
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製PM −G800 ）を用い て 無光沢紙（エ プ ソ ン製フ ォトマ

ッ ト紙）で 作成した 配 色 サ ン プ ル は 台 紙 （大 き さ ：

15cm × ］0、5cm ，色 ：N5 ・無 光沢 ）に 貼られ 観察

者に渡される，

　以下に測定 条件を挙げる，

　 （1）光源条件2水準

　　（a ）昼 光 ：北 窓 光．照 度 1，000 −− 21000txの 範

　　　　囲．

　　（b）標 準 照 明 装 置 D65 光 源 ．照 度 1，0001x．

　　　　内壁 の 色N −5 ・無光沢 JIS　Z8723 に倣 い ，

　　　　配色サ ン プルが貼 られた台紙を45 度の 角度

　　　　に保つ 観測台を用意．観測台の 大き さは横

　　　 　30cm ×縦 15cm で，色は N−5 ・
無 光沢，

　 （2）観測者4名，芝浦工 業大学シ ステム工学部機

　　　械制御シ ス テム 学科の4 年生．うち男 性 2名，

　　　 女性 2名．

　4 人の 被験者に 対し，照明条件 2水 準で計 8回の 実

験を行 っ た ．10 個 の 配 色 サ ン プ ル の 全 て の 組合 せ は

45 配 色となり、観測者 は 1回 の 実験 に つ き45 の 配色

対を評価 した．評 点は 5点法と し，下 側（観測者か ら 見

て 手前側）を基準として，上側のサ ン プル の色調 和が

良 けれ ば＋ 21 やや艮ければ ＋ 1，等しければ 0 ，やや

悪 けれ ば
一1，悪 けれ ば

一2の 評 点を与 える，観測者

には表 3に示 すような インストラクシ ョ ン が観淇1」の 開

始に先立 ち 示された，こ の 意味は，ある特定の物体

へ の 着色や、自己 の好み ，面積，質感等に つ い て 考

慮することを避け，一般 的な色調和感 を把握するため

で ある．予備実験にお い て は配色対 性別，照明条件

による評価の差異を確認することを目的とし，上下の

位置 交 換 による位置効果は 無視した．また配色対の

提 示 順 序 は ラ ン ダ ム と した ．

4 ．1　 予備実験 の結果

　表4に分散分析の 結果を示 す，1010有意の場合は
’ 「k

で 示 して あ る ．

　解析 の 結果 配 色サ ン プル につ いて有意差 が認め

られた また，配色サン プルと性別の 組合せ によっ て

も 有意差があ ることが認 められた，こ の結 果から，そ

れぞれ の配 色サ ン プル 間には評価 の 差異 があ り，照

明条件は評価に 影響を与え ず，性別に つ い て は 考慮

の 必要 があると結論付けられる．これ らを踏 まえて本

実験 を行 う．

表4　予備実験解析結果

要 因 Ψ 方和 　　自由度 　　不 偏分融　　　F 値

性 別 0．08 1 u，08 〔1．05

照 明条件 0．50 1 0．500 ．34

配色 サ ン プ ル LOO．／9 911 ．13 ＊ ＊7、48

性 別
半 ，照 明

条件

1．〔〕4 1 1．0’1D ．70

性 別
申

配 色

サ ン プ ル

48．95 9 5．44 ＊＊3，65

照 明条 1牛＊ 配

色サ ン プ ル

9，11 9 1．010 ．68

誤 差 476 ．2320 1．49

総 和 642．12359

5　実験

5，1　 実験方法

　 照明 は標 準照明装 置を用 い る．用意 した72 対 の 配

色サ ン プル の 全組合せ （位置交換を含む）を評価する

と判 定 回数 は5，1］2回となる，1人 で 5，112 回 の

判 定を行 うこ とは不可能 で ある の で ，］人 100 回 の 判

定 を 51 人の 被験者で 行うも の と した，ただ し疲労を

考 慮 して 50 回 の 判 定 を 日にち を空 け て 2 回行 っ た．

各 人の 判定する配色 サ ン プルは ，5112 の 組み合わ

せ をラ ンダマ イズして事前に選定した．観 測者 は芝 浦

工 業 大学の 学 生 （18・− 25才 ）で，男 女 構 成 は男 性

30 人女
’1生2 ］人で ある、

　配 色サ ンプル の形は予備 実験と同様 にイ ン クジ ェ ッ

トプ 1丿ン タ で 作 成 した 3cm ×3cm の カ ラ
ー

チ ッ プを 組

み 合わ せた 3cm × 6cm の 長方形で ，6cm の 問を蘆 き

上下 に配置 した ，観沮1」者に向か っ て手前側 の配 色サ ン

プルが基 準配 色 ，観 測者 から遠 い側 の配 色サ ン プ ル

を被判定配色とする，評点は5 点法とし，観測者は基

準 配色 に比 べ ，被 判定 配 色の 色調和 の よさが，良け

れば ＋ 21 やや良ければ ＋ J，等しけれ ば0 ，やや悪 け

れば一］，悪 ければ一2の評点を与える，

　配 色 サ ン プル の構 成 色の うちどちらを左倶1」，右 側

にお くか で 2種類の 組合せ が存在する．森らの 実験

［3］ではほぼ 1！2の 確率 で現れるような提示 をして い

る．本 実験 で は 1森 ら の 実 験と異な り，常にRが組 み

合わされ て い る．予備実験の 際に ，Rが常に 同 じ側に

あ っ た方が比較 し易 い ，との意見 が 出たことからR は

左側に固定して表示するものとした．

　予備実験と同樣に，評点の 際に用途ある い は具 体

的な対象物 を考慮 しな い ように注意を促 した（表 3）．

5，2　実験データ の 解析

　各配 色対の 組合せ 5 ，］12 回の 実験 デ
ー

タに 関し

一
…

一
一

「 88 ［＝ 一 　　 　
．

匸
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表3　実験に先立 ち，各観測者に与えられた諸注意

　 実験 につ い て の お願 い 〕

色 ほ ど 璽雑 な も の は あ りJr．せ ん．人 聞 り 某本的 な 王 つ の 惑｝血の 一一
つ で すか ら，物理 学や，

科学の 知 識 だ けで は 簡 単 に 害「巨周 ，れ ない 二 とカミあ ります、，そこ
P

で私達 は，二 色配 色の よ し

あ しの 傾 司を理 解す る た め に あ な た の お 力 をお 借 り し ま す。こ の 研究 の
．・

番大 切な基 礎 と

な る の が，あなた の 示 され る 数 値 な の で す ．で す か ら あ な た の 配 色 に対 す る 感 じ方 を 率 直

に お 示 し くだ さい 。
く わ し くは ，手順 1〜3 ま で に書 い て あ り ます の で ，よ く読 ノ

、ttで，間 違 わ ない よ うにお示

し くだ さい 。

＜ 手 川貝 1 ＞

実験 番 弓
．
晦 　〜No．喜三で 喜い て あ る紙 が ，あ な た に 示 され ま す、．そ の 中 にザ ン プ ル の 闇 み

合わせ が与 え られ て い ます。指 定 の 胴紙 に No．か ら預 に ひ とつ ず
t−一丿評 点値 を記述 し て い き

よす、，

・で 手 ｝II貞 2　＞ 言平，点び）つ ｝ナ，与

サ ン プ ル は，み な さん か ら 見 て ，手 前 に 1 つ 111］ と，6cm は な れ て Lの ほ うに 1 つ 〔2〕
お か れ て い ます。〔1〕 と ［2〕の 配色 の よ さを比 べ て い た だ くわ けで す が，常に 手 前 〔1〕

を 基準に し て⊥ の 方 〔2〕 に 次の よ うに評点 して くだ さ賦 ，

（1）〔1：の 酉己色 に比 べ 〔2〕 0酒 己魚 が よい と思 われ る とき

〔2）［1　の 配 色 に 比 べ 〔2〕 の 配 色 が やや ］　 i．、 ≧思 わ れ る とさ

〔3）〔ゴ の 配 色 と 「2」 の 配 色 が 等 しい と思わ れ る と き

（4 ）〔／〕の 配色 に 比 べ 〔2〕 の 配 色がや や 悪 い と思 われ る と き

（5）〔1〕の 配 色に比 べ 12〕 しり 配 色 が悪 い と思 われ る とき

・．ト 2 、II1く
・÷ ユ 点

・　 0点

・− 1 庶

・　 2 点

（注意）

（1）　 具 体 的 な 対 象 物 や 使 用 冂的 な ど を 考 えな い で ，点 数 を決め て くだ さい 、
た とえば，洋服，材質 感 （布地 な どの 風 合），向積比 ，室 内装 飾 な ど を連想 しな い で くだ さ

い J

〔2）　判定する と きに，特 定の 色に対 ÷ る好み は強 く出 さない で くだ さい ，
た とえば，あなた の 女了き な，あ る特 定の 赤 色 が

一方 の 配 色 の 中 に使 われ て い る と き，二 の

色 が あ るた め に良 い とす る よ うな 1二 とは 避 けて くだ さい u

　あ く まで も構 成 し て い る 2 色の 調 和 を念 頭 に お い て くだ さい ．

・
＜手 順 3 ＞

観 測 が す べ て 終 わった ら指 定の 川 紙 に 書 き 忘 れ が な い か 硫 認 した 後．係 員 に お 伝 え くだ さ

い 。あ なた の 実 験 回 数 は 冷部 で 　回 で す．ど うぞ よ ろ し くお 願 い い た しま す，

て，森 らの 実験 ［3］と同じ解析法を用い て解析を行っ た，

　分散 分析の 結 果 を 表 6 に 示 す．10／o 有意は
’de

で 示 し

て ある．この結 果か ら，72 対 の配 色 サ ン プル に対す

る配 色 の 良さ．また 位置関係による評 価 に差 があ り，

組 合ぜ効果 に つ い て は 無視 してよ い と判 定さ れた．

なお，どの要 因が位 置 効果 にきい て いるか は判明し

な い，以下主 効果に つ い てまとめた結果 を述べ る，

　配色の 良さの推定値 を表 7 に示す，なお、Scbeff合の

方法による配色の 良さの E 定値は，本実験の 手川頁に従

っ た場合，配色の 良い サンプル は負の 値を，悪 いサ ン

プルは正 の値を示 すがF本 論文 にお い て は計 算 結果

の 符号 を反 転 して 配 色 の良い方を正 とする，No．1〜

24 はJIS標準 色 票 の 色 同士 の 配 色対 、　No ．25 〜48 は

口
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図 1　 JIS標準色票同士の組合せの評点値

JIS標 準 色 票 と植 物 に 現 れ る 色 との 組 み 合 わ せ，

No．49 〜72は植物に現れる色同士 の 組合せである．

5 ，3 　組み 合わ せ 別に見る配色 の良さ

　表7 に示 した配 色の良さの評点値 を，

　（］）JIS標準色票同士の 組合せ の 評点値

一 一 一一 一 一 一 ＿ ＿ 」 89 ［一 　　　　　 　
．
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表 7　Scheffeの
一対比較法を用 い た 72 対の 配色サ ン プルの配色の良さの評点値

No　　　　　L三1則　　　　　　石倶「亅　　　言平県よf直　　　　N［〕 左 側 　 　 右 側 　 評 点値 　 　Nr伽　 　 左 側 　 　 右 側 　 評 尊、値
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に現れ る色，植物 に現れる色同士の川頁に，
配
色の良さが

の値を持つ 配色サ ンプ ルの数が 多 くなることが分 かる，

色 の 良 さ の平均値を 比 較 す

と，JIS 標準色票同士は一〇，15 、

rS 標準 色票と植物に現れ る色 は ＋ 0 、 02 ， 植 物

現れ る色同士は＋ 0 ．］3 である， 5 ，4 　同

物内， 異 植物 間の配色 の良さ 　図3 から植物に

れる色 同 士の組合ぜ が良 い配色 を得 るのに有効な手段で

ることが推定 された，次に， 同じ植物に 現 れる色

組 み 合わ せ，異 なる植物に現 れる色の組み 合わ

に着圉 す る ． N − R ］， N − R2 は前述 し たよう

そ れ
れ異な

る
植物 か ら 採 取 さ れ て い る ， 植 物 に 現れ る色 同 士 の 中 で
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表5　実験に用 い た各人のデ
ー

タ ・シー
ト

評 点用紙 No ．

学籍 番 号 年齢 才

氏 名 男 ・女

Nr〕 配 色 評点 lN，、 配 色 評 点

⊥ 15 − 67 269 −：う4

25 − 53 12717 − 53

338 − 7〔， 2816 − 56

455 − 69 2918 − 67

530 − 58 3016 − 26

659 − 60 3124 − 55

739 − 48 3210 − 51
8ll −・i2 3361 − 67

920 − 34 ．3423 − 69

1（121 − 41
旨

　 ：35E 3 ．63

1125 − 27 367 −47
129 − 59 3715 − 46

1：356 − 57 3849 − 68

141 〔｝− 14 3912 − 46

1515 − 38 4024 − 54

1624 − 53 4160 − 67
1710 − 15 4226 − 57

1850 − 63 4313 − 63

199 − ll ／M21 − 45

206 − 15 4515 − 50

2143 − 65 4655 − 60

225 − 59 4715 − ／14

2：37 − 70 487 −45

244 − 38 493D − 38

2535 − 60 5010 − 61

表8 　評点値の 高い 10配　表 9 　評点値の 低い 10 配

色と その 分類　　　　　　　色 とその 分類

No 　　　　言
℃．
ノ，tt1直　　　　分奏貝 Nc冫　 討 ノ

LI

仙　　分 黼

｝ゴー 一一．一凵ゴ
157 〔〕．831 116 一〇．82 τv
27 〔1 〔〕．811 2 ⊥苫 一〇．6！1IV
3690 ．691 320 一〇．58Iv
438 〔〕．65 且L ・1 ・18 一 ．56 皿

5620 ．64i151 1 一〇．48Iv
G330 ．58 皿 16 ⊥0 一〇．44Iv
7600 ．541

．
　　754 ．⇔．42H

8280 ，49 皿 呂 68 一⇔．1〔lI　　　　　I

工

952o ．351 936 一〇．40　 1

　　　　　 i
皿

1061 〔〕．35H 1D17 一〇 39　 ilv

　 1．じ

　 ob

　 D．15

　
〔｝4

扣
1｝．2．

珱

So

口 11こ隙三陀 三Eの 工・L 黼 IIじ植物 に っユ〜・ノ ，匡 1・1』

表 6

［Pt
Shefreの一

対比較法 によ る分散分析表

亳…’m
．〔｝4

　
．e・6

2：：L＝ ．

三 二
．．．一一．．．

二
．．．

二 二
　 　 　 4．b2　 9．57　 12．6e　l3　GI　l4．62　15．S3　］7．65　1δ．66 　19．67　Le、68　2Z．7U 　Z：E．了1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 配 色 Xn．

図 6 　似 た 配 色 同 士 で の JIS標準 色 票同士 ・
同植物同 士

の評点値，下線のある配色 No で の評点値の差 は 1％ 有

意で ある．

［
’
方和　 　自山度　 　卜偏分 散　 　 分 散比

寧 効 果 1196 ．03 7116 ．85
　　　　一
＊＊12、80

組 含せ 効 果 2612 ．9ア 2485 1．05 0．80

1立置　　　 1　 6〔1．47
　 　 　 　 　 　 　 　 　 E

160 、47 林 45、95

誤 差 　　 　 　13362 ．532555 1．32

し
続酔P丿∫イ」　　　

…
　7232．oo　i　　5112

　 1 ／，

　 o ら　．一．．．　．．．
　 o ［’　齟．齟’・L．．．．
　 o ニ　　　　　　　　　　　

魏
・

趣：：ll：．．：．．．．：：．：：．．．．：：．⊥．．：Lヨ

　 ．01郵．．．．．．．．．．．．．．．．．　．．．．．．　．．．．

　翌」
．
　　

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

　 　 　 40 　　 、｛〕　　 訓 　　　51i　　 阮　　　b5　　 つ6　　 碍 　　　i3 　　 “4　　　 Elf）　　 72

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　配 色 Nq．

図5 　異植物間 の組合せ の評点値

色 No．52 ，57 ，60 と1 ノブドウ同 士の 組 合 せ で ある

配 色 No．61 ．62 ，63 ，65 ，66 ，67 ，68 ，70 ，71

の 12 対である．同植物同士の組み合わせの評 点値を

図4に「異植物 の組み合わせの評 点佰を図5に示す

　同 じ植物に 現 れ る 色同士 の 組合せ で は 正 の 値 が多

くみ られ る．しか し異なる植物間 に限定 すると負 の 値

も多 く．良い配色 が得やす い とは言い 難い ．こ れらの

結果 か ら，植物 に 現 れ る 色 1司士 の 組 合 せ で 良 い 配色

を得ようとする際には，同じ磑 物に現れる色を組み合

わせ て 配色をす る こ とが重要 に なると考えられる，

5 ．5 　似 た 色の配 色 につ いての比較

　評 点値 の 高 い順 に ］0配 色 の 配色 No．を表 8に，評

点恒の 低い 川ヨに ］0 配色の配色No．を表9 に示 す．

表の 中で、圏じ植物に現れる色 同士の配 色を分 類 剛 ．

異な る植物 に現 れる色 の配 色 を分 類 「1」、JIS標 準色

票と植物に現れる色の配 色を分類「皿」，JIS標準 色票

同士の配色を分類 「IV」で 示 して い る，

　評点 値の高 い IO配 色の中には同じ植物に現れる色

同 士 の 配 色が 五 つ 含ま れ て い る．一
方 ，評点 値 の 低

「 7
−

一 ］ 91 コ
N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　
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い ］0配色の 中にはJIS標準色票 同士の配 色が六 つ 含

まれ て い る．今回 の 実験で は，JIS標準 色票から選 ん

だ色と，そ の色に近く且 つ 植物に現れる色から配色サ

ン プルを作成して いるため ．似 た色の 配色 が 12組 存

在 す る ．JIS標準 色票 同士 の 配 色を，そ の 色 に 近く同

じ植物 に現れる色 に変更 することで評価 が高くなるの

ではと考え，似た色の 配色につ い て評点値を比較した，

　 図 6に，同じ植 物から選ん だ色同士の 配色の評 点値

と、それ らに対応 する，JIS標 準 色票 か ら選 ん だ色 同

士 の配 色の 評点値 を併 記 する．これを見ると 12 組中

1 ］組 で ，同 じ植物 に 現 れる 色同士 の 評点値 が，JIS標

準 色 票 か ら選 ん だ色 同 士の評 点値を上 匝 っ て い る．

評 点値の 差 の 信頼区 間を求める と No．9とNo．57 ，

No ，12 と No ，60 ，　 No ．13 と No．61 ，No ．14 と No　62 ，

No．15とNo63 ，　 NO．22 とNo、70 の 六 つ の 配 色 にお

い て ］％有 意で あ っ た JIS標準色 票同士の 配色 を，

そ の色に近 く同 じ植 物に現れる色 の配色 に変更するこ

とで ，評価 が高くなる可能性 がある こ とが示唆された．

　 図4 で 同じ植物から選ん だ色同士 の 配色 No．68 の

負の値が目立っ て い たが、JIS標準色票から選んだ色

同士 の組 合 ぜ No．20 も低 い 評点 値 で ある．こ れらの

配 色 は ．人 に 好 印象 を与 え に くい 特 殊な 配色 で ある

可 能性があるが，その理 由は判明しな い ，

6 　 おわ りに

　良 い配色 とな る確率 が高 い色の
一

つ に植物の色が

あると考え，JIS標準色票か ら選んだ 14 色 と，そ の色

に近く且 つ 植物に 現れ る 14 色を組み 合わ せた 72 対

の 配色に つ いて官能評価 を行 っ た．評価手法には，森

らの 実験 ［3］と同 様に ，Scheff6の 一
対比 較法を用い

た 72 対を評価した結果 植牛刎 こ現れ る 色 同士 の 組

み合わぜ は，JIS標 準色 票から選んだ色 同士の組 み合

わ せ に 比 べ て高い 評価点が得られ る 場合 が多 い ．特

に同 じ植物に現れる色の組 み合わせ は ，違う植物に現

れる色 の 組み合わ せよりも高 い評価 点 を得 られる確

率 が 高 い ．

　今 回の 実 験で使 用 した 色数 が少な い が，同じ植物

に現れる色を使用すると良い 調和配色となる可能性

が高い ことが今回 の 研究で 明らか に な っ た．植物に現

れる色を使うため 色空間を網羅する実験を行うことは

難しい が，今後は使用する色を増やして い きたいと考

えて い る、また，No ．68 の配 色の ような特異的な事象

につ いて，より詳 細な実 験によ り，そ の原 因の 解明を

目指す．
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